










光学 測 定用 ガ ラス ク ライオ ス タツトについ ての
2,3'のノウハ ウ
理学部 栗 田 厚(豊 中4148)
我 々の研究室では、液体ヘ リウムに試料 を浸す型のクライオスタッ トとしては、液体ヘ リウム用の円
筒形 ガラス容器 を液体窒素用 のガラス容器 に上から差 し込 んだ形の二重デュワーを使 っている。 この形
式のデュワーは 「低温技術」,〉で も紹介 されているが、安価 、ヘ リウムの消費量 が少ない、 り一 クなど
の トラブルがない(強 力なYAGレーザーを集光 した りす ると、 ピソホールがあくことはあるようだが)、
光学実験用と して窓 を大 きく取れる、などの利点か ら、あちこちで使われているようだ。ただ し、光学
実験用に使 う揚合は、窒素の泡を防 ぐために布 のスペーサーを使 って窒素 ガスを貯 め、測定のための窓
をあけるのだが2)、これの扱いがけ っこう厄介である。そこで、 このスペーサーに関連 したち ょっとし
たノウハ ウを紹介す る。
この形式のデュワーは、スペーサーの きつ さの調整がかなり微妙である。ゆるすぎると窓が充分 にあ
かない。 きつす ぎるとデュワーを破損 しないまで も液体窒素がスペーサーより下に落ちてこな くなって
しまう。 スペーサーの状態 は、その湿 り具合などで毎 日少 しずつ変 わるが、一度セ ッ トして液体窒素 を
入れて しまうと外から調節す る手段はほとんどない。ゆるい場合は外か らドライヤーなどで温風をあて、
窒素 の蒸発量を増や して窓が広がるようにす るが、真空のデュワー越 しなので効果が少ない。.そこで、
図1の ように液体窒素容器の底に ヒーターを入れ、液体窒素を直接加熱 してみた。 ほとんど窓 があいて
いない状態か ら、3Ω のニ クロム線 に1。5～2A流した ら、窓の下側 の液体窒素の液面が2～3㎝ 下が
り、十分に測定できる状態 となった。10W以 上の熱量を投入 してい るのだか ら、 このときの液体窒素
の減少はよほど速いかと思ったが、実際は何 もしないときの倍程度 にとどまった。窒素の気化熱が大 き
いおかげだろ う。 この方法を使 うと、スペーサーが きついときはどうしようもないが、ゆるい場合で、
以前なら実験を諦めなければならなかった状態でも、十分に測定出来 るようになった。
スペーサーを使 うときの もう1つ の問題 は、文献. 液体ヘリウム
液体窒素
2)で も書かれてるが、窓の曇 りである。スペーサー
を完全に乾燥 させたつもりで も、デュワーをセッ ト
し液体窒素 を入れ ると、液体窒素 がスペーサーの下
まで落ちて くる前 にガラスの方が先に冷えるためか、
スペーサーの周辺のガラスが必ず曇 る。 このために











サーを取 り出 してお き、外側の窒素容器に液体窒素 を入れ(ス ペーサーが全部浸る程度 の量で よい) 、
そこへ先端にスペーサーをかぶせたヘ リウム容器(こ の時点では もちろん空)を 差 し込む。 これだけの
ことでガラスはまった く曇 ることはな く、スペーサーにあけた窓一杯を実験に使える。窓が曇 らないの




2)中 島信一:低 温 セソターだよ り トb40(1982)11.
言ト 報




吉永先生は、吹 田地区での低温工学研究の先駆者と して、ヘ リウム液化機設置・
共同利用実験室 の拡充 に尽力 され、また低温セソター設立 にも準備委員会の中心
として貢献 され、初代 のセ ンター長を71年より2年 間務められました。
先生のご冥福 をお祈 りいた します。
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